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に取組むべきである。その方策のーっとして平成 12 年度には厚生労働省により、国民の健康増進、疾病予防、 QOL






























栄養学専攻の大学生 90 名に、 70 個の食品の重量を推定させ、その調査結果から算出された各食品の見積り誤差率









同じく栄養学専攻の大学生 92 名に、 28 種の食品を提示してその基準食品の重量を知らせた後に、 28 種それぞれに
ついて、別途用意された重量の異なる 2 個の食品(推定食品 1 および 2) の重量を推定させた。基準食品よりも推定









食品重量の見積り調査に先立ち、表示倍率を実物大を含む 6 種として、 37 種の食品の食品画像からの識別度を調査
した結果、実物大表示および 50%縮小表示において、 80%以上の高い識別度となり、これら以外の表示 (400%拡大、














59 項目の尺度原案を作成し、大学生男女 262 名に対する予備調査 (3 週間後の再調査を含む)を実施した。調査結
果の因子分析により 29 項目 (7 因子)が抽出され、その α 係数は、 0.91 で、あった。次に、この 29 項目について、幅
広い年齢層の男女 410 名 (18'"'-'79 歳)を対象として、本調査を行った。その結果、検証的因子分析により 20 項目が
抽出され、そのモデル適合度指標 (GFI)は 0.91 であった。この 20 項目の調査結果について因子分析を行ったとこ
ろ、 6 因子が抽出され、その累積寄与率は 6 1.8% 、 α 係数は 0.90 であった。最後に、この 20 項目に対し、 6 つの変
数(自尊感情、特性的自己効力感、保健行動、 7 つの健康習s慣、食品摂取頻度、栄養知識)についての基準関連妥当
性の検討を行った結果、有意な正の相関を示し、十分な信頼性、妥当性が確認されたことから、この 20 項目を本研









の利用中および利用後の評価、 (2)食品画像の視覚的効果に関する評価、および(3)導入した「学習の振り返り J に関す
る評価を行うことになる。レッスンの評価は、計算・思考または訓練に類するものに対しては、若干低めで、あったが、
全体を通じて「内容の適正さ」が高く、 「興味・関心」および「量の適切さ」が低い、という結果で、あった。なお、
因子分析では、 「手段としての有用性J 、 「操作性J 、 f内容の適正さ」および「難易度j の 4 つの因子が抽出され






















「知識J (p<O.l) 、 「自己効力感J (p<O.Ol) 、 「行動J (p<O.l) 、 「栄養・食事管理への配慮J (p<O.Ol) 





るにもかかわらず、 60 食品中、 25 食品(全食品数の 4 1.6%) において、見積り正解率(正解の重量範囲を選択した
割合)が 5 割以上となった。なお、その際には、食品画像の表示倍率について、表示されたサンプル食品などを実測
させることで、表示がほぼ実物大で、あったことを確認した。さらに、学習後における学習項目についての知識の自己















































等を適切に分析している。また、 670 名余の調査から、信頼性の高い 6 因子の自己効力感尺度を策定している。これ
らをもとに、自己診断や専門家の個別指導など人間の関与を重視した 6 項目からなる学習コースを開発し、学習者の
行動変容等から効果を確認しており、栄養・食生活分野のみならず、ネットワークを利用した学習に関する実践研究
として他の追随を許さない優れた内容と考える。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものと判定した。
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